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ロニー D. クリーバー博士 
宗教学教授  

南メソジスト大学  
合衆国テキサス州ダラス

1994年9月26日

サイエントロジー： 
信仰共同体

I . 
専門経歴

私は､	1955年にハーディン	・	シモンズ大学から極めて優秀な成績で心理学の学士号を受
けました｡	1959年にニューヨーク､	ユニオン神学校で神学修士を優秀な成績で修了しま
した｡	1963年にデューク大学から宗教と哲学の博士号を受けました｡	

以前､	1962-65年にエル	・	パソ､	テキサス大学哲学科で常勤で学部に地位を持ち､	准
教授に昇進､	1965-69年はサンアントニオ､	トリニティ大学宗教科､	1969-75年はカナ
ダ、オンタリオ州ウィンザー大学宗教学科で教授に昇進しました｡	1973年以降､	南メソ
ジスト大学で常勤の宗教学教授であり､	1975-86年および1993年から現在に至るまで
宗教学科長を務めています｡	

長年､	アメリカ大学教授協会､	科学的宗教学学会､	アメリカ神学学会､	カナダ宗教学学

会､	カナダ神学学会､	宗教学会議で高位のメンバーであり､	官公庁に公職を持ち､	専門家

委員会の議長を務め､	これら専門学会のほとんどで編集委員会の委員を務めています｡	

私は現代宗教における専門知識を備えた､	宗教	・	文化哲学者です｡	以上のように､	私は

主に､	主流および新しい宗教運動に関心を持っており､	それは､	これら新旧の宗教が

現代生活の問題や変化に反応するからです｡	私は南メソジスト大学で､	比較宗教学､	宗

教哲学､	宗教社会科学のさまざまなコースを､	学部学生､	院生レベルで定期的に教えて
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います｡	また､	自分の専門領域で学術的研究と出版のプログラムを続けており､	現代宗教思想

を扱った､	『急進的キリスト教』(1968年)	､	『H.	リチャード	・	ニーバー』(1977年)､『粉々に壊れ
たスペクトル』(1981年)､『ひどい従順な人 ：々宗教と革命に関する随筆』(1987年)､	そして『ダッ
クスのケース：医療倫理と人間の意味に関する随筆』	(1989年)	という5冊の本の出版や､	『ハー
バード神学評論』､	『宗教ジャーナル』､	『アメリカ神学学会ジャーナル』､	『宗教研究』､	『人

生の宗教』､	『宗教研究評論』､	そして『宗教の科学的研究のためのジャーナル』など主要な学

術雑誌に数多くの記事を執筆しています｡	

現代宗教の専門家として､	私はサイエントロジー教会の広範囲にわたる学術的な研究を行い

ました｡	私はL.	ロン	ハバードによって書かれ､	出版された､	ほとんどの主要な理論的教科
書を読んでおり､	ハバード氏と教会の管理運営および聖職オフィサーによって用意された技

術的､	管理運営の方針の多くを吟味し､	教会によって提供されるさまざまなコースで､	教師や

生徒によって使用されるトレーニング	・	マニュアルの代表的な例を調査しました｡	また､	サイ

エントロジー教会の数々の新聞や雑誌､	あるいは学術的研究も読んでいます｡	加えて､	私は実

践的なサイエントロジストと話をして､	彼らのニューヨーク市46番通りの教会､	82番通りのセ
レブリティー	・	センターと､	フロリダ州クリアウォーターのフラッグ	・	サービス	・	オーガニゼー

ション､	ダラスのセレブリティー	・	センターを訪問しました｡	

I I . 
課題

私はふたつの一般的な質問に対する専門的意見を求められています｡	：	(1)	サイエントロジー
は､	その言葉のあらゆる点で	｢宗教｣	なのか？そして	(2)	サイエントロジー教会は､	その言葉の
あらゆる点で	｢信仰の場｣	なのか？これらの問題は､	行政訴訟との関係で､	サイエントロジー教

会が	｢信仰の場｣	として固定資産税免除の資格があるかどうかを決定するために起こる､	とい

うことを私は理解しています｡	私は､	これらの問題に､	法律に関するものではなく､	宗教	・	文化

学者としての自分の能力を生かした専門的意見や見方から､	サイエントロジーを含む現代の宗

教についての特別な知識によってアプローチしています｡	

後に続く完全な議論を先取りして､	私は､	自分の専門的教育と学術的研究から判断して､	サイ

エントロジーが宗教的伝統を持つあらゆる学術的な定義を満たしており､	あらゆる宗教の目的

を追い求めており､	あらゆる宗教共同体の規模を示しているという理由から､	それは､	その言葉

のすべての点において宗教組織であることを確信しています｡	サイエントロジーは､	その信仰の

対象が､	絶対的かつ超越的で､	その信仰の形態は精神的かつ教育的であり､	その信仰の機会
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は､	個人的かつ公共的であることを理由に､	その言葉のあらゆる意味で信仰共同体であること

を私は確信しています｡	

I I I . 
宗教組織としての  

サイエントロジーの分析

I I I.I.サイエントロジーはあらゆる宗教的伝統の定義を満たす
宗教学の分野の多くの学者が､	純粋に機能的な言葉を使って宗教を定義しています｡	この趣旨

で最も広く受け入れられている学術的な宗教の定義が恐らくふたつあります｡	学者パウル	・	ティ

リッヒによる	｢究極的な関心事によって支配されている状態｣	という説明､	そして歴史家フレデ

リック	・	J.	ストレングによる	｢究極的に変化を遂げる手段｣	という説明のふたつです｡	そのよう
なアプローチでは､	他の事柄すべてを準備段階的なものと見なす､	または人を徹底的に変化さ

せる力はいずれも､	意義や目的において本質的に宗教的なものと見なすことができます｡	これ

ら宗教の学術的定義に対する機能的なアプローチは､	合衆国最高裁判決380巻163	(1965年)	､	
	｢シーガー	対	合衆国｣	で発表された法的な宗教の定義に非常によく似ています｡	その規定は以

下の通りです｡	｢宗教的な教育と信仰は､	至高の存在に対する正統的な信仰によって満たされる

信仰と並行する､	人生の一部を占める誠実で意義のある信仰を含み､	またそこにまで及ぶ｡	｣	

宗教に対するそのような機能的アプローチの学術的有用性と、法的妥当性を高く評価する一方

で､	学者としての私の目的においては､	宗教の定義は幾分狭い方が役に立ちます｡	宗教学の分野

における､	他の多くの学者のアプローチと似てはいますが､	私は宗教をおおむね､	個人および共

同体とその存在を超越的な基盤に協調させることを主張する､	あらゆる信仰と実践の体系と定

義します｡	この定義のすべての要素が重要です｡	なぜなら､	それらはすべての組織化された宗

教的伝統の､	重要で必須な側面を示しているからです｡	どの宗教も信仰と実践の体系です｡	宗

教は､	理解の方法､	および世界の謎と意味への関与をもたらします｡	どの宗教も個人と共同体

を維持し､	支えています｡	宗教は個人を､	同様な考え､	同様な行動の人々と結びつけます｡	最も

重要なのは､	どの宗教も､	超越的な基盤に根差しているということです｡	｢超越的な基盤｣	と言

う場合､	典型的な宗教が､	通常の世界とその世界を統合､	完成させる非凡な存在または力との

間に付ける区別のことを述べています｡	宗教は､	この超越的な基盤をしばしば神聖なもの､	神

的なもの､	または無限のものとして語りますが､	それに神､	アラー､	あるいはブラフマンのよう

な名前も付けています｡	しかし､	いかに名付けられ説明されようとも､	宗教は､	人間という存在

の生死の問題に答える､	ある究極的な真実を主張します｡	宗教を識別するための目印は､	この

究極的な真実との関係です｡	
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間違いなく､	サイエントロジーは	｢究極の関心の状態｣､	または	｢究極的に変化を遂げる手段｣	と

しての機能的､	法的な定義の両方を満たしています｡	しかし､	同じように確実にサイエントロ	

ジーは､	私が提示した宗教の､	より狭義の学術的定義を満たしています｡	サイエントロジーは､	個

人と共同体がともに､	すべての存在の超越的な基盤と協調することを主張する､	信仰と実践の体

系を提供しています｡	より正確に言えばサイエントロジーは､	あらゆる宗教の必須条件である試

金石を満たしています｡	なぜならそれは､	人間の存在の超越的な基盤という真実を主張し､	この

超越的な基盤を､	完全に精神的な方法で理解させるからです｡	

サイエントロジストは､	人間が8つのダイナミックスまたは目的にまたがる生存に心を傾けている
と考えます｡	彼らは､	これらの8つの相互作用を持つダイナミックスを同心円として表現し､	そこ
では個人の存在としての第1のダイナミックは､	より包括的な共同体､	そして精神的存在のダイナ	
ミックに連続的に囲まれ､	維持されています｡	したがって､	各ダイナミックにまたがる存在は､	生

命の究極的な精神的起源と運命に関与し､	向かっていきます｡	第1のダイナミックは個人の存在を
通しての生存への衝動､	第2のダイナミックは家族との生活を通しての生存への衝動､	第3のダイ
ナミックはグループを通して､	第4のダイナミックは人類を通しての生存へ向かう衝動､	第5のダ
イナミックはすべての生命形態を通しての生存へ向かう衝動､	第6のダイナミックは物質宇宙を
通しての生存に向かう衝動､	第7のダイナミックは精神宇宙を通しての生存に向かう衝動､	第8の
ダイナミックは至高の存在､	あるいは無限を通して生存へ向かう衝動です｡	したがって､	最初の6
つのダイナミックスは､	主に日常の世界における精神的な幸福に関与している一方､	第7と第8の
ダイナミックスは､	これら日常の存在の次元を､	日常の物理的､	社会的な世界を完全に超越した

精神的次元の真実と結びつけています｡	

サイエントロジーの第7のダイナミックは､	物質的身体と物質世界を完全に超越する精神的次元
の存在を肯定しています｡	この､	精神的存在としての人間という見方は､	ヒンドゥー教の不滅の	

アートマンやキリスト教の不死の魂と類似点を持っています｡	サイエントロジーにとって､	真の人

間とは肉体ではなく､	ましてや､	肉体の生命を装飾し延長させるために使われるものではありませ

ん｡	真の人間とは､	物質的身体と物質的世界を使う､	生来善良な精神的存在です｡	サイエントロ

ジストは､	この不死の精神的存在を	｢セイタン｣	と呼んでいます｡	理想的には､	完全に機能してい

る時､	セイタンは無限の知識と能力を持っています｡	しかし､	セイタンは､	多くの過去の肉体化し

た存在の生涯を通して生じた､	精神的障害やそれらの有害な肉体的､	心理学的な副作用から解

放されるまでは､	このように完全に､	そして自由に	｢起因に立って｣	機能することができません｡	こ

れら精神的な障害は､	サイエントロジストによって	｢エングラム｣	と呼ばれますが､	セイタンが自

分の創造的な能力と知恵を取り戻す前に消去されなければなりません｡	このエングラムを消去す
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る手順は､	サイエントロジーにおいて	｢クリアリング｣	と呼ばれ､	精神的治療技術ダイアネティッ	

クスと応用宗教哲学サイエントロジーの中でハバード氏によって発見され､	完成されました｡	

サイエントロジーの第8のダイナミックは､	経験的な自己と物質宇宙を完全に超越する､	生命の
精神的な側面を肯定します｡	サイエントロジストは､	この最高レベルの精神性の完全な技術的

コントロールや､	哲学的理解を獲得することについては不承不承です｡	しかし､	そのような不承

不承さは､	世界の宗教で､	長く尊敬を受けた位置を占めています｡	古代ユダヤ教の写本や筆写

をした人は､	自分の	｢神の臨在の顕現の栄光｣	を前に､	崇敬の念から神の名前を書くことをあ

えてしませんでした｡	中世のキリスト教神学者は､	神の超越的な異質性を認識し､	神のことを	

	｢否定の方法｣	だけによって語りました｡	古代中国の賢者は､	｢考えることのできる道は真の道で

はない｣	と主張しました｡	中世のインドの神秘主義者は､	至高の真実を､	｢彼を前にするとすべて

の言葉が怯む彼｣	と呼びました｡	サイエントロジーが､	個人は究極的には	｢至高の存在を通じ

て｣	あるいは	｢無限として｣	生存することをはっきりと主張しながらも完全には説明しない時､	そ

れはこの同じ由緒ある宗教的な謙虚さを繰り返しているのです｡	

I I I.I I.サイエントロジーはあらゆる宗教的探求のゴールを追い求める

どの宗教も､	救済を探求しています｡	実際のところ､	宗教の必要性は､	そもそも人間の世界では

物事が正しくないという認識から生まれます｡	すべての人間は､	すべてを無に帰すると脅かす

死刑判決の下で生きています｡	文化的理想と社会的制度は個人の性質と価値を高めるかもしれ

ませんが､	普遍的､	永遠にではありません｡	人間が信奉する大義はすべて失敗します｡	人間が築

いた帝国はすべて滅びます｡	しかし､	あらゆる宗教は人間の人生すべてにまとわりつくように見

える､	無秩序と破壊を通り抜けたり回避したりする方法を約束します｡	世界の宗教は､	その	｢方

法｣	が､	個人的な仕事なのか共同体的な仕事なのか､	人間が成し遂げるのか神が成し遂げる

のか､	地上の報酬なのか天国の報酬なのかに関して､	互いに異なっています｡	しかし､	すべて

の宗教は､	精神的教訓を学び､	人生の精神的修養を積んだすべての者に､	死からの､	そして死

を超えた救済を約束しています｡	

救済は､	何か他の世界や将来の人生での死に対する、最終的勝利に限定されるものではあり

ません｡	宗教は､	この世界とこの人生における人間の生気を混乱させる､	心の混乱や肉体的な

苦悩､	道徳的な混沌からの救済を提供しています｡	宗教は一般的に､	人生の限界的状況すべ

てに対処する力を約束し､	手段を提供しています｡	宗教は､	自分たちの分析的能力､	肉体的耐久

力､	そして道徳的洞察力の限界に至った人々に強さと慰めを提供しています｡	つまり宗教は､	人

間の困惑､	苦悩､	そして邪悪さの	｢最高負荷｣	に耐えていくためにつくられました｡	
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他の宗教と同様､	サイエントロジーは死への解決策を約束するだけでなく､	人間の困惑､	苦悩､	邪

悪さを克服する方法を提供しています｡	サイエントロジーの規範的定義は､	そのほとんどの出版

物の巻頭に表れていますが､	幸福に対するこれら三つの究極的な脅威に直接言及しています｡	

	｢サイエントロジーは応用宗教哲学であり､	精神､	人生､	思考の問題を解決する技術です｡	｣	サイ

エントロジストにとって､	人類を取り巻くこれらの問題は､	単に物質的あるいは心的というより究

極的には精神的なものです｡	精神､	より適切にはセイタンには､	身体を弱め心を暗くする､	根底に

ある弱点があります｡	しかし､	サイエントロジーは､	セイタンの意識を曇らせ､	その能力を抑える

意識下における､	過去の人生で被った大惨事とこの人生で被った衰弱の記憶から解放する方法

を約束しています｡	したがって､	サイエントロジーは､	人間の心､	身体､	精神からのすべての逸脱

のクリアリングという個人的な目標を追い求めています｡	

他の宗教と同様､	サイエントロジーは､	今世の人生だけではなく､	来たる	｢世界｣	の人生を含む､	救

済の探求を行っています｡	サイエントロジーの救済の探求は､	｢オーディティング｣	と呼ばれる精

神的カウンセリングのプロセスに集中しており､	それは西洋の告解と東洋の瞑想のテクニック

に類似したプロセスです｡	オーディティングは､	セイタンの内面的活動を浄化し調整するもので

す｡	オーディティングの最初の段階は､	個人､	家族､	社会的および歴史的な人生の精神的なダイ

ナミックスを主に扱い､	健康で幸せな人間を生み出すように意図されています｡	オーディティング

の次のステップは､	個人の精神的な意識と能力を高め､	最終的に物質的な身体と物質宇宙への

すべての依存からセイタンを解放します｡	つまり､	サイエントロジーは､	その	｢完全なる自由への

ブリッジ｣	を渡るすべての人々に､	この人生における幸福と不滅の約束をしています｡	

最終的にサイエントロジストは､	クリアリングを通じて達成される精神的幸福の約束を､	孤立

した個人に限定してはいません｡	オーディティングという精神的な技術の究極の目的は､	｢惑星

をクリアーにする｣	こと､	それにより普遍的な慈愛と永久的な平穏の精神状態をつくることで

す｡	オーディティングにおいて､	サイエントロジーは､	すべての敵意と偏見､	すべての不平等と不

正､	すべての戦争と搾取の根底にある精神的な原因を取り除くための	｢精神的な技術｣	を持って

いると主張しています｡	惑星がこのようにクリアーにされた時にのみ､	人間は	｢狂気もなく､	犯罪

者もなく､	戦争もない文明｣	を達成することができるでしょう｡	

I I I.I I I.サイエントロジーはあらゆる宗教的共同体の側面を示す

先の議論が示すように､	宗教は単なる個人的な関心事ではありません｡	宗教は､	宗教が人間の心

の中で起こり､	拠り所を見付けるという事実にもかかわらず､	社会的､	歴史的な現象です｡	個人の

宗教的経験は､	宗教をひとりの人から別の人へと､	また､	ひとつの世代から次の世代へと､	保存し

伝承する宗教的共同体から発展します｡	このように､	あらゆる宗教的共同体は4つの別個の､	相
互に関連した側面を中心に組織化されます｡	宗教的伝統は､	個人的､	社会的という側面はもちろ
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ん､	理論的､	実践的という側面も持つという事実を反映して､	宗教的共同体は宗教的信条､	宗教

的実践､	宗教的制度､	そして宗教的指導者の機構として構築されます｡	

すべての宗教と同様に､	サイエントロジーは独特の一連の宗教的信条を主張しています｡	個々の

サイエントロジストはこれらの信条を､	L.	ロン	ハバードの哲学的､	技術的､	倫理的な著作､	そし
て信条に関する著作を､	個人やグループで広範に勉強することによって吸収します｡	実際､	これ

らの著作は､	サイエントロジーの宗教的信条に､	権威となる源を提供しています｡	したがってハ	

バード氏の著作は､	キリスト教徒にとっての『聖書』､	ユダヤ教徒にとっての『トラー』､	イスラム

教徒にとっての『コーラン』､	末日聖徒イエス	・	キリスト教会にとっての『モルモン書』､	クリス	

チャン	・	サイエンス教会にとって『科学と健康—付聖書の鍵—』がそうであるように､	サイエン

トロジーにとって権威ある力を持って神聖な教典として機能しています｡	こうして､	モハメッドが

イスラム教の創設者として考えられ､	ジョセフ	・	スミスがモルモン教の創設者として考えられて

いるように､	ハバード氏はサイエントロジーの創設者として考えられています｡	

他の宗教と同様､	サイエントロジーは独特の一連の宗教実践を主張します｡	サイエントロジスト

はサイエントロジー教会の儀式に従って､	結婚式､	洗礼､	葬儀などの儀式を行います｡	しかし､	サ

イエントロジーの宗教的活動の中心は精神的なオーディティングとトレーニングの実践です｡		

オーディティングとトレーニングは､	サイエントロジーの完全な自由へのブリッジのふたつの側

面を構成します｡	サイエントロジーのオーディティングは､	キリスト教徒の告解や、仏教徒の瞑想

にいくらか似ていますが､	全くもって別の形の心理学的カウンセリングや精神分析的治療ではあ

りません｡	オーディティングは､	セイタンが持つ	｢エングラム｣	を	｢クリアー｣	にする､	つまり､	心を

暗くし身体を弱める精神的罠から解放される精神的修養です｡	このクリアリングは､	順序だった

段階で進行します｡	オーディティングの各段階では､	今までにない高いレベルの精神的な意識と

能力を達成します｡	実際､	十分な数の人々がクリアーにされた時､	惑星全体もまたクリアーにされ

る可能性があります｡	これらオーディティングの個人的､	集団的ゴールに従って､	サイエントロジ

ストは､	サイエントロジーのメッセージを広め､	他の人々にオーディティングを提供する神聖な使

命にも携わっています｡	仏教やキリスト教､	イスラム教のような他の伝道宗教と同様に､	サイエン

トロジーは世界全体､	最終的には宇宙全体に､	そのメッセージと救済の手段を広めようとしてい

ます｡	サイエントロジーのトレーニングは､	信者自身の精神的啓発に不可欠である上､	その世界

的布教の実現のために絶対に不可欠となっています｡	トレーニングでは､	L.	ロン	ハバードの著
作､	講演､	フィルムなどの集中的かつ監督された勉強が必要とされています｡	オーディティングと

同様､	トレーニング	・	コースは､	精神的啓発を深め､	オーディティングのテクニックを発展させる

ように意図された、順序だった段階に沿って存在しています｡	最後に､	オーディティングとトレー

ニングを受けたサイエントロジストだけが､	完全なる自由のブリッジを渡って他の人々を導く精

神的な技術を持つようになります｡	
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すべての宗教と同様にサイエントロジーは､	そのメンバーに奉仕し､	そのメッセージを広めるた

めに､	組織上の専門化した社会的構造とリーダーシップを発展させました｡	サイエントロジー

は､	厳格な階層的コントロール下で､	高度に分化した宗教活動に基づいて正式に組織化され

た､	自発的な宗教共同体です｡	サイエントロジーの宗教的サービスは､	そのセンターで利用可能

なオーディティング､	トレーニングの各レベルに応じて､	5種類の異なる宗教センターで提供され
ます｡	一般的に､	より高いレベルの組織は､	より低いレベルのミッションと教会が提供するすべて

のサービスを提供します｡	サイエントロジーのミッションは､	クリアーの状態までのより低い	｢グ

レード	・	レベル｣	のオーディティングと､	すべての	｢ブリッジへのルート｣	を提供します｡	サイエン

トロジー教会はまた､	オーグ	(	｢オーガニゼーション｣	の短縮)	と呼ばれて主要都市に置かれ､	｢ク

ラスV卒業者オーディター｣	までのトレーニングと	｢クリアー｣	の状態までのオーディティング､	す
べての	｢ブリッジへのルート｣	を提供します｡	セントヒル ・ オーグと上級オーグは､	イギリス､	ロサ

ンゼルス､	コペンハーゲン､	シドニーに置かれ､	オーディター	・	トレーニングと中級の	｢OT	V｣	ま
での	｢OT｣		(機能するセイタン)	レベルを専門に扱っています｡	フロリダ州クリアウォーターにあ
るサイエントロジーのフラッグ ・ サービス ・ オーグは､	｢OT	VII｣	までの最高レベルのトレーニ
ングとオーディティングのすべてのサービスを提供します｡	最後に､	唯一フラッグ ・ シップ ・ サー

ビス ・ オーガニゼーションが､	最高レベルのオーディティングである	｢OT	VIII｣	を提供します｡	

サイエントロジー教会の階層構造は､	宗教的根拠に基づいており､	宗教的目的に奉仕します｡	教

会の法人構造は､	教会構造と整合し補完するために考案されました｡	ほとんどの個々の組織

は別々に法人化され､	信仰の普及	・	宣伝の任務が課された､	宗教の母教会である国際サイエ

ントロジー教会の指導と認可のもとで運営されています｡	リリジャス	・	テクノロジー	・	センター

は､	サイエントロジーの応用宗教哲学と精神的治療技術の	｢純粋性｣	を保つことに責任のある

組織です｡	サイエントロジー教会は法人モデルの複製にあたって､	その社会の優勢な社会制度

を反映しています｡	ローマ	・	カトリック教会が中世の文化の封建的貴族制を反映し､	プロテスタ

ントの宗派が現代文化の資本主義的民主制を反映したのによく似ています｡	しかし､	宗教が取

る特定の組織形態と､	それが奉仕する独特の宗教的目的とを明確に区別することができます｡	

サイエントロジー教会のリーダーシップは､	L.	ロン	ハバードの威厳ある宗教的未来像と権威に
基づいています｡	ブッダやイエスのような古代の宗教創設者とは違って､	ハバード氏は､	宗教的信

仰の対象ではありません｡	とはいえ､	彼は大いなる宗教的賞賛と愛情が与えられています｡	どち

らかと言えば､	彼が発見し発展させた応用宗教哲学と精神的治療技術だけが､	神聖さを付与さ

れています｡	にもかかわらず､	サイエントロジストは､	ハバード氏が人間と宇宙の歴史において並

外れた人物であると見なしています｡	なぜなら､	生命からその自然な健康と幸福､	そして超自然

的な意識と能力を奪う死と	｢死の欠片｣	を通り抜ける方法を見付けたのは彼だけだからです｡	実
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際､	サイエントロジストは､	彼らの創設者が彼の死に際して､	自分の身体とこの地球の制約から

解放され､	｢経路の高い所､	ブリッジのもう一方の端｣	で生命の征服を続けていると信じています｡	

サイエントロジーは､	より古い宗教的伝統に認められる､	宗教専門家の全種類を発展させては

いません｡	サイエントロジーの信条と実践によれば､	｢治療者｣	や	｢聖者｣	の余地はなく､	｢預言

者｣	や	｢改革者｣	の必要性もありません｡	しかし､	｢司祭｣	と	｢教師｣	という一般的役割を持つこ

れら宗教的職員を､	サイエントロジー教会では聖職者､	そしてスタッフと呼んでいて､	それらは

内部でしっかりと確立されています｡	サイエントロジーの聖職者は､	決められた勉強のコースや

インターンシップの完了に伴って､	教会によって正式に叙任されます｡	そして､	叙任された聖職者

として､	彼らは精神的なオーディティングとトレーニングの適切なサービスを提供するとともに､		

日曜日の礼拝や､	結婚式､	洗礼式､	埋葬式を執り行う資格が特別に与えられます｡	サイエントロ

ジーのスタッフは､	教会組織のさまざまなレベルと部門で専門的な教育や､	管理的役割のため

にトレーニングを受けます｡	何人かのサイエントロジーの聖職者とスタッフはまた､	シー ・ オー

ガニゼーションと呼ばれる特別な宗教団体に属しており､	そのメンバーは10億年間の奉仕の契
約を結んでおり､	サイエントロジーの使命を守り､	教会が個人をブリッジ上で進ませ､	そうしてこ

の惑星そして最終的には、宇宙をクリアーにするという教会のゴールを進めるために協働してい

ます｡	最終的に､	サイエントロジーはまた､	高度に献身的でトレーニングされた信者を通じて､	そ

の宗教的信条と実践を広めています｡	彼らはまた､	サイエントロジーのパブリックに対して精神

的オーディティングと適切なレベルを提供できます｡	

I I I.IV.結論

上記に要約した､	私の専門的教育と学術的研究を根拠に､	私は､	サイエントロジーはその言葉

の持つあらゆる面において宗教であると確信しています｡	他の宗教的伝統を尊重しつつも､	そ

れらを超越する	｢汎宗派的｣	な運動において､	東洋の宗教の精神性と西洋の宗教の伝統を結

合しようとする新しい宗教にふさわしく､	サイエントロジーの精神的規律と組織の具現化は､	確

かに独特です｡	にもかかわらず､	サイエントロジーは明らかに、あらゆる宗教的伝統の学術的な

定義を満たしており､	あらゆる宗教的探求の目標を追求しており､	あらゆる宗教共同体の諸要

素を明確に示しています｡	

I V. 
信仰共同体としてのサイエントロジーの分析 

信仰は､	あらゆる宗教の本質的な部分です｡	しかしながら､	信仰の実践は宗教ごとに異なりま

す｡	宗教と信仰の分けられない結びつきは､	崇拝への傾倒､	献身という信仰の常識的理解にお
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いて明らかです｡	そのような独特な態度や行動は､	｢究極の関心の状態｣	または	｢究極的に変化

を遂げる手段｣	として機能的に定義された宗教に明確に含まれています｡	信仰は強い関心事に

向けられています｡	信心深い態度や行動は､	本質的に	｢個人的､	社会的存在の超越的な基盤との

協調｣	と定義された宗教において､	なお一層明らかです｡	信仰は超人的な力に向けられます｡	ど

ちらの定義による宗教へのアプローチでも､	すべての宗教は信仰に始まり､	信仰に終わります｡	

信仰の概念に含まれる態度や行動の範囲は､	宗教の活動的側面全体に及びます｡	その最も広い

範囲で､	信仰は､	神聖な状態の中で神聖な目的のために起こる､	すべての典礼､	式典､	礼拝､	祭

事､	祭儀などの儀式を含みます｡	この点から考えると､	信仰は一般の儀式から個人の瞑想､	厳

粛な祭礼から習慣的な日課に至る全領域に及ぶことができます｡	しかし､	｢信仰｣	という用語は

通常､	訓練された一連の行動を通じての持続的な宗教的信条､	価値観､	感情の意図的な修養

という意味で扱われます｡	そのように､	信仰は､	ある特定の宗教的伝統によって決められた､	定

着した礼拝の様式の中にその人全体を参加させます｡	もちろん宗教的伝統は､	神および人間の

真実に対するそれぞれ独特の理解によって､	信仰の対象､	形態､	儀式が違ってきます｡	

IV.I.サイエントロジーにおける信仰の対象

宗教の長い歴史において､	信仰の対象は､	超自然的な存在から自然に存在するもの､	見えない

力から英雄的な個人､	抽象的な原理から具体的な象徴まで､	あらゆるものを含んできました｡	し

かし､	歴史家アーノルド	・	トインビーが示したように､	人類の信仰の見かけ上の多様性は三つの

対象か目的に減らすことができます｡	つまり､	自然､	人類､	そして「絶対的真実」すなわち自然で

も人類でもなく､	それらの中にあり､	同時にそれらを超えているものです｡	

大部分の宗教歴史家は､	宗教の最も初期の形態は､	自然現象､	あるいは教区共同体の崇拝

に根差していることに同意しています｡	古代の多神教は､	自然環境の､	あるいは人間世界の

力や可能性の儀式です｡	間違いなく､	これらの形態の信仰は地上から消えてはいません｡	し

かし､	偉大なる	｢世界宗教｣	はすべて､	自然と歴史の両者を超越する絶対的真実の信仰に集

中しています｡	

この絶対的真実は､	異なる宗教間では非常に異なった方法で考えられています｡	大まかに言っ

て､	西洋の宗教であるユダヤ教､	キリスト教､	イスラム教は､	個人的視点からこの絶対的真実を

理解します｡	これらの伝統は､	知ることができ､	関係に基づく方法で奉仕することのできる個人

的真実を信仰します｡	これら一神論の宗教の信仰は､	最終的にこの個人的な存在との霊的交渉

を目指しています｡	対照的に､	再度大まかに言えば､	東洋の宗教であるヒンドゥー教､	仏教､	道教

はこの絶対的真実を客観的な関係で考えます｡	これらの伝統は､	内面的な方法で理解され､	経
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験しうる結合的真実を信仰します｡	これらの一元論的宗教の信仰は､	最終的にこの客観的な存

在との結合を求めます｡	

サイエントロジーは明らかに､	自然の秩序と人間の存在を維持し実現していながらも､	両者を

超越する絶対的真実に信仰が向けられている宗教に属しています｡	上述したように､	サイエン

トロジーの宗教的生活の究極のゴールは､	｢至高の存在を通して｣	または	｢無限として｣	の生存

です｡	いずれわかりますが､	オーディティングとトレーニングはサイエントロジー教会における

主要な信仰形態です｡	これらの信仰活動は､	サイエントロジストが8つのダイナミックスのすべ
てにわたって生存し､	繁栄する手段を提供して援助します｡	これら精神的儀式が､	健康で幸せ

な個人､	家族､	グループを生み出します｡	しかし究極的にその信仰は､	個々のサイエントロジス

トが､	自分たちが､	物質的身体と物質世界を完全に超越する､	精神的世界の中の精神的存在

であることを発見することができるようにしています｡	

このように､	サイエントロジーの絶対的真実の理解は､	西洋宗教の一神教の伝統よりも東洋宗

教の神秘主義的伝統との共通点に基づいています｡	サイエントロジー教会は神の存在を決然

と主張しますが､	神の本質に関する教義を持ってはいません｡	サイエントロジストは､	神の実在

を肯定する限り､	自由に､	個人的あるいは客観的視点で神を象徴化します｡	しかし､	大部分にお

いて､	彼らは神を､	個人の帰依と従順を命ずる個人的存在としてよりも､	個人的な探求と発見を

誘う精神的な力として考えます｡	神は､	外面よりもむしろ内面に､	独断的教育よりもむしろ個人的

経験を通して､	見い出されるものです｡	

IV.I I.サイエントロジーにおける信仰の形態

信仰の形態は､	その宗教における神と､	人間の真実への独特の理解によって宗教ごとに異なりま

す｡	しかし､	東洋と西洋の宗教的伝統の信仰の形態の間で､	大まかな一般化を行うことができま

す｡	信仰の修養が､	個人的な神への祈りと賞賛に焦点が置かれる西洋の宗教的伝統とは違い､	東

洋の信仰の修養は､	瞑想と客観的な絶対者との一体化が中心となっています｡	前者の宗教は､	個

人と至高の存在との関係を賛美し､	後者は真の自己と究極の真実との間の結合を確立します｡	

サイエントロジーは､	その独特の信仰形態を持つ独特の宗教であり､	それらの形態は､	西洋の

信仰の精神的帰依よりも､	東洋の宗教の精神的修養とより多くの共通点を持ちます｡	対応する

東洋の宗教のように､	サイエントロジー教会の信仰は高度に訓練され､	深く洗練された､	自己

考察と自己発展の過程です｡	これら個人の意識と能力を高めるための精神的儀式は､	大まかに	

オーディティングとトレーニングのふたつの範疇に分けられ､	サイエントロジーの完全な自由へ

のブリッジのふたつの側面となっています｡	
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サイエントロジーのオーディティングは､	キリスト教徒の告解と仏教徒の瞑想にいくらか似ていま

す｡	それは､	人のアイデンティティーが生存への無限の潜在能力を持つ精神的存在であるという

ことを発見する､	精神的カウンセリングの一形態です｡	オーディティングは､	人がブリッジを上へ

上へと昇っていくにつれ､	非常に単純な経験から､	より探索的な宗教的経験に至ります｡	サイエ

ントロジストは､	最高レベルの精神的意識と能力の獲得は､	オーディティングの段階的レベルを

通って進むことによってのみ達成されると信じています｡	低いレベルのオーディティングは	｢クリ

アー｣	という精神状態に到達し､	そこでは､	人は解放されて正気で生産的な人生を送れるように

なり､	一方	｢機能するセイタン｣	として知られている､	より高いレベルのオーディティングでは､	生

命､	物質､	エネルギー､	空間､	時間に直接影響を与えるセイタンの能力を扱います｡	

サイエントロジーのトレーニングは､	ヒンドゥー教や仏教､	およびユダヤ教やキリスト教におけ

る教典の勉強と宗教的教育に似ていますが､	宗教的教育を通じて達成された知識により､	精神

的オーディティングで達成された自由をさらに増大させます｡	サイエントロジーにおける広範な

トレーニングは数多くのコースに分けられ､	基本原理を教える低いレベルから､	ダイアネティッ	

クスとサイエントロジーの哲学的､	技術的教材を完全に網羅する上級レベルのコースにまで及

びます｡	この意味で､	トレーニングはオーディティングが提供するのと同じ位の精神的洞察力

を提供します｡	実際､	サイエントロジストにとって信仰の実践は､	オーディティングと､	サイエン

トロジーの原理と技術におけるトレーニングという同等の部分から構成されています｡	人はブ

リッジの両側を完全な自由まで上へと昇っていかなければ､	完全な精神的意識と力の獲得を

達成することはできません｡	

すべての宗教信仰の初期の形態は､	神聖な対象に向けられ､	精神的体験を表現する一方で､	信仰

の状況や意図で日常的に執り行われている他の儀式があります｡	これらの他の実践にある本質

は､	個人および共同体活動における大きな変化と転換の瞬間を示す､	通過儀礼です｡	すべての宗

教が信者の生活周期と､	伝統ある神聖な儀式を持ち､	サイエントロジーもその例外ではありませ

ん｡	サイエントロジー教会は､	彼らの信仰の神聖な歴史と共同生活における神聖な日の記念式を

行い､	サイエントロジーの儀式に従って､	命名式､	結婚式､	葬儀などを定期的に挙行しています｡	

IV.I I I.サイエントロジーにおける信仰の行事

宗教の歴史において､	信仰は私的あるいは公的な出来事のいずれかに見い出されます｡	信仰

は､	宗教共同体が集う公式儀式や集合儀式に限りません｡	私的信仰はしばしば家庭の中で見

られ､	それらは状況	(例えば食事や起床､	就寝の時)	により変わります｡	キリスト教徒の毎日の祈

祷､	ユダヤ教徒の儀式の祝福､	イスラム教徒の毎日の祈り､	ヒンドゥー教徒の儀式の唱和､	仏教

徒の座位での瞑想は､	自分の家で私的に､	あるいは自分の心の中でさえ行われますが､	すべてが

本物の信仰の表れです｡	しかし､	信仰はまた､	他の人と協力して行われようと､	単に他の人と一緒
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に行われようと公的な儀式です｡	共同信仰は､	西洋の一神教宗教において公的な信仰の標準と

なっています｡	人々の言葉が､	定型化された祈りと賛美において神に供され､	見返りに神の言葉

が､	聖書と注釈において人々に示されます｡	公的な信仰の形式は､	東洋の一元論の宗教におい

ては幾分異なっています｡	確かに､	集合的な方法で執り行われる､	多くの手の込んだ儀式と祭

典があります｡	しかし､	個々の信仰者は一般的に公共の聖堂に集まり､	そこで各信仰者は個人

的な帰依の行為として､	規定の儀式言葉を詠唱し､	しぐさを演じます｡	公的な信仰､	信仰儀式の

どちらの形式も､	信仰の手段と意味に精通している権威者に依存しています｡	

サイエントロジー教会の信仰は､	他の宗教と同じように公的な機会や私的な機会にも存在し

ています｡	オーディティングは､	自宅同様の静かで気が散らない環境で行うことができます｡	と

はいえ､	そのような環境で､	それは､	オーディティング	・	セッションと同時に書かれた記録を基

に､	高度なトレーニングを積んだケース監督者によって監督されます｡	オーディティングの大

半は､	教会の施設で行われ､	そこでは助けをすぐに得られるように､	ケース監督者やその他の	

人々が､	これらの宗教的サービスの予定を立てたり､	管理したりしています｡	ダイアネティック

スとサイエントロジーのベーシックの書籍を通じて人々を導くようにつくられた､	自宅での通信	

コースの限られた例外を除き､	すべての正規のトレーニングは､	トレーニングを受けたコース監

督者のもとで教会施設内で行われます｡	いくつかの上級レベルのオーディティングや､	｢OT｣	レ
ベルは	｢ソロ	・	オーディティング｣	で行われます｡	この場合にサイエントロジストは､	オーディ	

ターとオーディティングを受ける人の両方になり､	正確な指示に従いながら､	自分自身をひとりで	

オーディティングします｡	しかし､	ソロ	・	オーディティングは、上級組織やフラッグ	・	サービス	・		

オーガニゼーションの後援下でのみ行われます｡	そこでは､	オーディティングが関連した経典に

則っていることと､	期待される精神的向上の達成を確実にするために､	オーディティングのセッ

ションの書かれた記録は､	日常的にケース監督者によって見直されます｡	サイエントロジーにお

いて､	オーディティングとトレーニングは､	集団的というよりは個人的な傾向にあります｡	それは

仏教徒が精神的な師の指示の下で､	仏教徒センターで瞑想を練習すること､	あるいはラビの生

徒がイェシバで､	タルムードの学者の下でトーラーを勉強することと同じ位当たり前のことです｡	

信仰は私的なのか公的なのか､	ひとりなのか集団なのか､	信仰の機会の判断において､	信仰セ

ンターはあらゆる宗教で欠かせない役割を担います｡	そのような信仰センターは異なった名前

で呼ばれ､	異なった建築様式を見せます｡	キリスト教会､	ユダヤ教会､	モスク､	寺院､	ヒンドゥー

教の僧院､	神殿はそれぞれ独自の外観と雰囲気を持っています｡	しかし､	それらの宗教の目的

と機能はかなり似通っています｡	これらの	｢信仰の場｣	は神聖な環境を提供し､	そこでは､	その

宗教にとってふさわしい	｢神の礼拝｣	が定期的に行われます｡	あらゆる宗教と同じように､	サイ

エントロジー教会は独自の環境を持っています｡	しかし､	それらは私的､	公的な信仰の両方の

センターなのです｡	
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IV.IV.結論

上記に要約した私の専門的教育と学術的な調査を理由に､	私は、サイエントロジーは信仰共同

体であると確信しています｡	新しい宗教にふさわしく､	サイエントロジー教会の信仰の形態は､	そ

の神､	そして人間としての真実の独特の理解に一致して､	独特なものです｡	しかし､	他の宗教的

伝統に似て､	サイエントロジーの信仰は､	精神的意識を高め､	個人､	家族､	共同体そして究極的

には世界において､	精神的能力を発達させるように意図されています｡	

ロニー D. クリーバー 

1994年9月26日
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